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加世田委員 豊福委員 花里委員 古本委員 

使
命
１

陶
芸
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る

【評価する点】 

・陶芸への最初の一歩として、気楽に 1 日陶芸体験、GW

陶芸体験など様々な体験の機会を用意し、目標人数を

大きく上回る方に親しむ機会を提供しました。

・陶芸に親しむ方のレベルに対応した講座を組み立て、

あらゆる方が満足できる内容を提供しました。

・初の試みとして、中近東文化センター・東京都埋蔵文化

センターへの見学を行い、陶芸という文化に親しむ機

会を作りました。

・各講座において利用者アンケートを実施し、加えて現場

スタッフの声も加えて、今後に生かす分析をしているこ

とは評価できます。全てのアンケート結果で、最上位の

「満足」が 90%以上を占めることは、それぞれの内容の

充実を示しています。年齢層の分析を通し、すそ野を広

めていることの確認と、今後アプローチしたい層を明ら

かにしています。

【更なる取組を期待する点】 

・自由時間のある年齢層はどうしても 50 代以上が中心と

なり、陶芸センターの利用者もその年代層が多数になる

と思われます。利用者の高齢化は課題ですが、親子体験

などを通してまずは「楽しい記憶」を作っておき、タイ

ミングがくれば利用者になる種まきは大事と思います。

引続き、様々な企画を考えていただきたい。

・親子、現役世代が参加しやすいよう、開催日についても

検討していただきたい。

【評価する点】 

利用者の人数から見ると、１１ある講座の中９講座が目

標値を大きく上回っており、十分な評価ができる。 

体験教室の種類、開催数、夏休み親子陶芸教室など短期講

座の取組にも、評価できる。 

【更なる取組を期待する点】 

自由作陶教室は、目標値から見ると 1 日あたり２２人で

すが、実績値は１９人となっており稼働率 100%に対する

稼働率の解釈を検討する必要があると思われます。 

【評価する点】 

・コロナ禍後の、利用者のニーズの多様性を読んで、体験

型、基礎型、自立型の各種の教室を設置して、きめ細か

な対応をしている。 

・実施回数、利生者数の目標値に対して、ほぼ達成、もし

くは目標値を超えている。

【更なる取組を期待する点】 

・自由作陶教室が目標値を下回った理由を検討する。

・利用者数の目標値の超過は素晴らしいが、その一方で、

限られたスタッフと限られたスペースで展開している

事業のため、質が下がらないよう、内容の合理化を検討

する。

【評価する点】 

・初心者から経験者まで､様々な人が参加できる講座を開

催し､多くの講座で目標を上回る参加があり､かつその

満足度が高かったことを評価します。

【更なる取組を期待する点】 

・体験教室以外の講座は､受講者の年齢層が高くなってい

るようなので､体験教室の受講者が引き続き講座を受講

できる工夫が必要ではと思います。 

使
命
２

市
民
の
主
体
的
な
作
陶
活
動
を
支
援
す
る

【評価する点】 

・専門技能や知識習得につながる事業を目標を超えて実

施し、利用者の意欲に応えました。

・特に、「徹底的に練習する」講座は、定員以上の参加が

あり、より技能アップを望む利用者のニーズに応えま

した。

・様々な粘土を用意したり、新しい釉薬を導入して、陶

芸の普及に努めました。民間ではなかなか難しい、陶

芸センターならではのことと思います。

【更なる取組を期待する点】 

・招待作家講座について、次年度は実施されますよう期

待します。

・「練習したい」ニーズがあるようなので、体験の次のス

テップとして検討されてはどうかと思いました。

【評価する点】 

利用者の側に立った取組は長年、陶芸センター管理業者

として利用者のニーズを良く知り尽くした点が、良い成

果に繋がっていると思われます。 

【更なる取組を期待する点】 

新たな講座を開設するには十分な準備と検証を行った上

で、現行の講座を踏襲しつつ組み合わせていく事が肝要。 

リスクは最小に。

【評価する点】 

・全国やきもの講座や還元焼成講座など、利用者の探究

心をキャッチするなど、スタッフのアイデアが生かさ

れている。

【更なる取組を期待する点】 

・利用者数の目標値の超過は素晴らしいが、その一方で、

限られたスタッフと限られたスペースで展開している

事業のため、質が下がらないよう、内容の合理化を検討

する。

・招待作家講座については、今後の実施を期待する。

【評価する点】 

・前年度利用者が減少した講座を含め､すべての講座で目

標を上回る利用者があり､利用者のニーズに答えたこと

を評価します。

【更なる取組を期待する点】 

・実施できなかった招待作家講座は､令和 6年度以降､継続

して開催されるよう期待します。 
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 加世田委員 豊福委員 花里委員 古本委員 

使
命
３ 

陶
芸
を
媒
介
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

構
築
を
推
進
す
る 

【評価する点】 

・支援型講座の団体教室・出張教室は 100%の満足度で、次

年度の依頼に繋げています。 

・三渓園、本牧市民公園等との共催では、企画や割引等で

連携し、相乗効果を上げることができました。 

・本牧地区センターからの取材受け入れなど、周辺施設の

みならず地域の施設との連携を深めています。 

・福島の宗像窯など、県外からの相談が日常的に対応して

いるとのこと、横浜市の陶芸の拠点としての認知度が高

まっていることは素晴らしいと思います。 

 

【更なる取組を期待する点】 

・陶芸センターの存在は、本牧地域では周知されていると

思われますが、まだ一般市民の知名度は高くないようで

す。他地域施設との連携手段も検討いただけることを期

待します。 

 

【評価する点】 

支援型講座の取組は、重要な使命として評価出来ます。 

参加人数の問題は、個人との繋がりではなく、参加者の所

属する機関との連携が必要であり、準備に時間を要する

取組であります。今後も関係構築に時間と手間を掛けて

続けてもらいたい。 

陶芸祭は魅力的な企画が満載であり、来場者数からも高

い評価となります。 

 

【更なる取組を期待する点】 

陶芸文化鑑賞講座は陶芸センターとして必須と思いま

す。見学コースの選定も的を射たものであり、参加者の

少なさは残念です。作陶との関係性など、日頃の指導と

の関連性を持たせる事も必要と思われます。 

 

【評価する点】 

・陶芸文化の裾野を広げるために支援型講座を設けたり

共催企画を計画したりするなど多種多様な取り組みに

前向きである。 

 

【更なる取組を期待する点】 

・利用者数の目標値の超過は素晴らしいが、その一方で、

限られたスタッフと限られたスペースで展開している

事業のため、質が下がらないよう、内容の合理化を検討

する。 

・陶芸センターのメインがそもそも作陶体験の推進にあ

るため、鑑賞主体の企画については、工夫の余地がある。 

【評価する点】 

・過去最大の入場者となった陶芸祭が､多くの来場者の満

足するイベントとなり､陶芸の魅力を伝えることが出来

たことを評価します。 

 

【更なる取組を期待する点】 

・団体研修のオーダープランが目標回数を大きく下回っ

ているので､柔軟な対応により目標達成を目指して欲し

いと思います。 

 

使
命
４ 

持
続
可
能
性
を
高
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

施
設
運
営
を
行
う 

【評価する点】 

・日常のこまめな点検、メンテナンスを通して、適切な安

定した運営を維持しました。 

・転倒事故を受け、導線を考慮したレイアウト変更を行う

など、速やかに対策を講じました。 

・女性スタッフや女性利用者の意見の聴き取りをしたり、

蛇口の種類をハンドル式からレバー式に取り替えるな

ど、性別・年齢に関わらず誰もが利用しやすい施設を目

指していることを評価します。 

 

【更なる取組を期待する点】 

・利用者の高齢化もあり、施設内の安全対策には引続き

注力していただくよう期待します。 

 

【評価する点】 

施設に対する日常の点検、管理は資料から十分に行われ

ている事が、読み取れます。 

 

【更なる取組を期待する点】 

貸室の稼働率100%を実質稼働率100%に向上して行く工夫

が必要。 

【評価する点】 

・古い施設の維持管理を適切に行なっている。 

・利用者の利便性に対して真摯に対応している。 

 

【更なる取組を期待する点】 

・引き続きの運営努力をお願いします。 

【評価する点】 

・施設内設備の早期修繕､見回り点検､道具類等のメンテ

ナンス等により､経費削減及び適切な施設管理が行われ

たことを評価します。 

 

【更なる取組を期待する点】 

・利用者に高齢者が多いことから､不測の事故への備えも

希望します。 

 
 

そ
の
他 

  ・常時開館を目指していること、職員を新規採用して利

用者のサービス向上に努めていること、また、スタッフ

間の声がけ等によるコミュニケーションの円滑化を図

るなど、「活気」をつくることへの意欲を感じる。 

・小中学校との連携強化が望まれる。 

・条例等で難しいのかもしれないが、料金の値上げの検

討が必要ではないか。 

 

・自主事業収入が予算額を大きく上回り､かつ自主事業支

出が抑えられた結果､自主事業収支が大きくなったこと

を評価します。 
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 加世田委員 豊福委員 花里委員 古本委員 

総
括 

これまでの実績を活かした、利用者に目線を合わせたよ

り安定した運営をされていると思います。 

 

事業に関しては、三渓園と連携した体験講座、企画講座な

ど、陶芸のすそ野を広げる様々な工夫がされています。 

また各講座でアンケートをとり、満足度を図るだけでは

なく、年齢層等の分析をして今後の運営に生かそうとし

ていて、とても評価できる点と思います。 

 

初心者ではない利用者に対し、「徹底的に練習する」講座

などを実施し、作陶活動のモチベーションに繋げていま

す。 

特に練習を目的とした講座は、自身の成果が体感できる

ので楽しいものと思います。 

 

新規に、「陶芸文化鑑賞講座」やラーメン鉢をテーマにし

た公募等を実施し、新規の方・リピーターの方に関わら

ず、陶芸の魅力を掘り起こすきっかけづくりをされまし

た。 

 

性別・年齢に関わらず「誰もが利用しやすい」施設となる

べく、利用者やスタッフの聴き取りなど実施したり、レイ

アウト変更や器具の交換など、速やかに対応している姿

勢を評価します。 

 

【更なる取り組みに期待する点】 

限られたスペースの中に様々な機材・材料を置かねばな

らない中、利用者の安全確保、使いやすさを追求するのは

厳しい点もあると思いますが、施設の皆様の日々の積み

重ねを通し、安心安全な施設運営努めていただきたい。 

 

利用者層の高齢化が課題となっていますが、講座開催日

程の検討とともに、5年 10年先の利用者となる方を増や

す種まきの仕掛けを引続き検討していただきたい。 

 

拝見した資料から、文化事業、施設運営、施設管理の取組

内容・実績ともに評価できる内容である。 

・設定したミッションに対して意欲的であることを評価

したい。 

・講座内容がアイデアに満ちており、コロナ禍後の人流

増に対応できており、活気をつくり出していることを

評価したい。 

・その一方で、限られたスタッフと限られたスペースで

展開しているため、事業の質が下がらないよう、事業内

容の合理化を検討する必要があると感じる。 

・令和５年度の事業運営は､順調に行われていると感じま

した。ただし､利用者の高齢化は進んでおり､今後の運営

を考えると､若年層の利用者獲得のため､更なる魅力的

な講座の開催や情報発信の必要性を感じました。 
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令和5年度　横浜市陶芸センター　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

●気楽に一日陶芸体験（手びねり）の開
催
□開催数

7回/年 7回/年

□目標利用者数 84人 120人

●気楽に一日陶芸体験（電動ロクロ）の
開催
□開催数

7回/年 7回/年

□目標利用者数 84人 115人

●ゴールデンウィーク陶芸体験（手びね
り）の開催
□開催数

5回/年 5回/年

□目標利用者数 60人 59人

●ゴールデンウィーク陶芸体験（電動ロク
ロ）の開催
□開催数

5回/年 5回/年

□目標利用者数 60人 69人

●ゆったり丸一日陶芸体験の開催
□開催数

7回/年 7回/年

□目標利用者数 84人 104人

●夏休み親子陶芸教室の開催
□開催数

5回/年 5回/年

□目標利用者数 100人 121人

●陶芸入門4日間講座の開催
□開催数

5回/年 5回/年

□目標利用者数 120人 160人

●陶芸入門3日間講座の開催
□開催数

1回/年 1回/年

□目標利用者数 18人 21人

●陶芸入門2日間講座の開催
□開催数

1回/年 1回/年

□目標利用者数 12人 10人

●自由作陶教室（10回コース）の開催
□開催数(日数）

4回/年
（288日）

4回/年
（288日）

□目標利用者数 6358人 5500人

●第2自由作陶教室（10回コース）の開催
□開催数（日数）

4回/年
（42日）

4回/年
（42日)

□目標利用者数 328人 435人

●全国やきもの講座の開催
□開催数

2回/年 2回/年

□目標利用者数 70人 81名

●還元焼成講座の開催
□開催数(日数）

4回/年
（288日）

4回/年
（288日)

□目標利用者数 300人 423人

●大物焼成講座の開催
□開催数

12回/年 11回/年

□目標利用者数 22人 22人

作陶展
●作陶展の開催
□開催数

1回/年 1回/年
11/3(文化の日）に陶芸センター内にて開催。
66名の方が出品。

●電動ロクロ水挽き徹底講座の開催
□開催数

1回/年 1回/年

□目標利用者数 24人 46人

●上絵付（3日間コース)
□開催数

1回/年 1回/年

□目標利用者数 18人 21名

●染付（1日間コース）
□開催数

1回/年 1回/年

□目標利用者数 6人 9名

●招待作家講座の開催
□開催数

1回/年 未実施

□目標利用者数 14人 ―

大物焼成講座

1

電動ロクロ水挽き徹底講座

絵付講座

招待作家講座

専門技能習得講座（一般を対象に、陶芸の専門技術
習得を目指す）

2

夏休み親子陶芸教室

体験型教室1

ゆったり丸一日陶芸体験

基礎型教室2

自由作陶教室（10回コース）

第2自由作陶教室（10回コース）

自律型教室3

追求型講座（貸室、自由作陶教室利用者を対象とし
た講座）

全国やきもの講座

還元焼成講座

陶芸入門3日間講座

陶芸入門2日間講座

陶芸入門4日間講座

2　市民の主体的な作陶活動
を支援する（使命２）

評価項目 評価

Ⅰ文化事業 指定管理者提案（要旨）

実施状況

【成果】
・気楽に一日陶芸体験教室は目標人数を大きく上回ること
ができました。自由作陶教室への申し込みを検討されてい
る方の最初のステップとしても人気です。申込受付初日にに
ほとんど定員が埋まることも多々ありました。体験型教室は
どれも安定した申し込みがあり、年間を通した講座全体の
満足度も96%と非常に高い満足度を維持することができまし
た。
・未就学児～70代まで幅広い年齢の方が参加され、市民の
方に陶芸を親しむ機会を提供できました。
・毎回テーマ、技法、粘土、釉薬、焼成方法を変え、初めて
の方もリピーターの方も楽しんでいただける内容を企画しま
した。
・基礎型講座の2日間講座、3日間講座、4日間講座は令和4
年度から実験的に導入された講座です。カリキュラムの中
に手びねりや電動ロクロ、下絵付け、釉薬掛けなどの作陶
工程を全て取り入れ、仕事に忙しい現代人向けの短期集中
講座として90%以上の満足度を得られました。
・自立型教室（自由作陶教室)は対前年度比率102%の利用
率、第二自由作陶教室は186%の利用率となりました。令和4
年から令和5年の利用者数の低下はコロナウィルス感染症
の防止の観点から密集する講座等を避けるために夏季に
40日間の休講をした影響によるものと思われます。

【課題】
・初心者の方でも体験できる気軽さを維持しつつ、リピー
ターの方も飽きさせない講座を企画します。
・自由作陶教室の受講者の年齢層は50代以上が62%、貸室
も50代以上が79%となっており、共に高齢化が課題です。一
方で体験講座の年齢層は50代以下が77%と比較的若い方
が受講されています。講座から自由作陶教室や貸室への申
込に繋げていくことが今後の課題です。

【成果】
・全国やきもの講座では、萩土（山口県）での萩焼と信楽透
光土（滋賀県）でのランプ作りの体験を実施しました。萩土
は利用者からの要望も多い人気の土で、全国やきもの講座
では萩の粘土と釉薬を用いた還元焼成で本格的な萩焼を
体験でき、多くの利用者がいました。信楽透光土は近年開
発された透光性のある素材です。利用者の創作意欲を刺激
するような粘土を導入しようと努めました。利用者に様々な
種類の粘土の違いを体験して頂くことは陶芸の普及を図る
という点で陶芸センターの役割の一つであり、それを達成で
きたと考えます。
・還元焼成講座では今年度から導入した紫辰砂の利用が多
くみられました。新しく導入した釉薬により、利用者の新たな
興味を引き出すことができました。
・水挽講座はロクロを挽く練習を目的としているため完成品
の持ち帰りがありませんが、定員以上の参加がありました。
利用者が高い意欲をもって日々作陶されている様子が伺え
ます。今後も利用者の高い意欲に応える講座の開催に努め
ます。
・大物焼成講座は前年より利用者が増え、毎月定員に達す
ることができました。大物作品は通常の作品棚に収まらない
ため専用の保管場所を用意しており、スペースの都合上定
員を設けています。窯内に余裕がある場合は大物作品も形
状に応じて焼き上げているため、結果として定員を超えてい
る場合でも新しい大物焼成作品を柔軟に受け入れる余裕が
生まれ、利用者が増加していると考えられます。
・作陶展では66人からの出品があり、日頃の利用者の成果
を存分に発揮することが出来ました。（全国公募横浜陶芸
展に関しては陶芸祭の項目に記載しました）

【課題】
・招待作家講座については、招待作家の方との都合がつか
ず実施できませんでした。令和6年度では早めの日程調整
を心掛け、招待作家講座の実施を目指します。

気楽に一日陶芸体験（手びねり）

気楽に一日陶芸体験（電動ロクロ）

ゴールデンウィーク陶芸体験（手びねり）

ゴールデンウィーク陶芸体験（電動ロクロ）

１　陶芸に親しむ機会を提供
する（使命1）

一日体験より踏み込んで作陶を体験したい方対象に、
成形(手びねり)、釉掛けを2日間で体験する入門講座。

一日体験、2日間コースより」踏み込んで作陶を体験した
い方を対象に、成形（電動ロクロ)、削り、釉掛けを3日間
で体験する入門講座。

基本的な土練り、成形(電動ロクロ）、削り、釉掛けを4日
間で学べる入門講座

夏休みに親子で協力して、2個の作品を制作する作陶
体験。

午前・午後を通した作陶体験。土練り、成形（電動ロク
ロ、手びねり）、釉掛けの行程を体験できる。

GW期間中に開催する電動ロクロ体験。陶芸センター人
気の釉薬を提供。

GW期間中に開催する手びねり体験。陶芸センターの人
気の釉薬を提供。

招待作家とのスケジュールの都合が付かず、今年度は
実施しませんでした。

染付で使用する下絵具(呉須）の扱い方を学べる講座。
作品をサヤ鉢に入れ、還元焼成するため、本格的な焼
き上がりになる。

上絵付で使用する和絵具（玉くすり・金彩含む)の扱い方
を学べる入門講座。骨描き(輪郭線）～和絵具の扱い方
等。

電動ロクロ技術向上のため、作品を残さず徹底的に水
挽き練習する講座

焼成の予約にキャンセルが出たため、8月は焼成があり
ませんでした。

焼成方法(酸化焼成・還元焼成）による作品の色の変化
を楽しむ

全国の陶芸産地の粘土・釉薬・焼成方法を体験できる
講座。第一回目は萩土（山口県）、第二回目は信楽透光
土(滋賀県)を使用。

毎週火曜日に個々のペースで作陶を楽しめる講座(10
日間コース）

個々のペースで作陶を楽しめる講座(月曜～日曜 各10
日間コース)

令和5年度計画

【評価できる点】
・体験型教室、基礎型教室、自立型教室では、多くの講座で
目標を上回る利用がありました。また、陶芸入門者に適した
「気楽に一日陶芸体験」のアンケート結果では、満足度につ
いて利用者の91％が５段階評価で最上位の「満足」と答え
ており、内容について高評価を受けています。年代別でみ
ても、10代までが28％、20～40代が36％、50代以上が36％
とバランスがよく、幅広い年齢層に対して陶芸に親しむ機会
を提供していることがうかがえます。

・「夏休み親子陶芸教室」では目標を２割上回る利用者を集
めたうえ、アンケート結果では40代以下の親子連れが８割
以上に及ぶなど、運営上の課題となっている若年層へのPR
につながるプログラムになっています。また、内容について
も94％が「満足」と答えており、利用回数が２回目以降のリ
ピーターも35％に及んでいることから、陶芸のすそ野を広
げ、定着させることにつながっていることが認められます。

・「ゴールデンウィーク陶芸体験」や、８月に集中開催した
「ゆったり丸一日陶芸体験」は、その手軽さや時期的な参加
しやすさが受け入れられて、多くの利用者を集めたと考えら
れます。

【更なる取組を期待する点】
・基礎型講座として設定している陶芸入門４日間講座の年
代別利用者は、50代以上が約８割となり、体験型教室にお
ける年代分布との乖離が目立ちました。その１つの要因とし
て、平日を含む複数日の開催となることで、若年層や働き盛
りの人たちが利用しにくくなることが考えられます。アンケー
ト結果によると、講座の満足度自体は非常に高いことが認
められるため、利用者のニーズを取り逃がしているとも考え
られます。

・自由作陶教室も受講者の62％が50代以上となっており、
体験型教室の利用者を次のステップである基礎型教室、自
立型教室にどう結びつけ、定着させていくかが課題となって
います。

・今後、利用者の動向や興味などをアンケート等によって分
析をしながら、講座内容を検討し、潜在的な需要を掘り起こ
せるよう、講座内容はもとより、開催日程について検討を加
えることを期待します。特に、現在は曜日別、時間帯（午前、
午後）となっている講座については日程の是非も含めて、検
討を進めてください。

【評価できる点】
・いずれの講座も目標を上回る利用者があり、講座内容も
粘土や釉薬の選定に工夫がみられ、利用者のニーズに応
えるものだったと評価できます。

・「電動ロクロ水挽き徹底講座」は、完成品を得ることを目的
とせず、陶芸センターならではの講座の１つと見受けられま
す。アンケート結果では満足度について、未回答を除いて全
員が「満足」または「やや満足」と答えており、技術向上を目
標としている利用者の考えに沿った内容であることが確認
できました。

・前年度は利用者が減少した大物焼成講座が盛り返したの
は、陶芸センターからの利用者への働きかけも大きかったと
思われ、その努力を評価します。

【更なる取組を期待する点】
・開催できなかった招待作家講座については、十分に準備
期間を取った上で実施できるよう努めてください。

・上絵付講座や電動ロクロ水挽徹底講座の利用者は、アン
ケート結果によるといずれも40代以上でした。満足度は総じ
て高いものの、講座の持続可能性を検証し、対策が必要な
状況と考えられます。

電動ロクロ技法による陶芸体験。初心者、リピーターが
何度受講しても楽しめるように、毎回テーマ（季節、粘
土、釉薬、焼成方法等）を変えて開催。

2種類の手びねり技法（タタラ成形・玉作り)による体験講
座。初心者、リピーターが何度受講しても楽しめるよう
に、毎回テーマ(季節、粘土、釉薬等)を変えて開催。
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令和5年度　横浜市陶芸センター　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

●指導者研修講座の開催
□開催数

2回/年 2回/年

□目標利用者数 48人 26人

●団体教室（通常プラン）の開催
□開催数

5回/年 10回/年

□目標利用者数 150人 159人

●団体教室（オーダープラン）の開催
□開催数

5回/年 2回/年

□目標利用者数 150人 38人

●出張教室の開催
□開催数

1回/年 1回/年

□目標利用者数 15人 16人

〇三溪園共催企画
□開催数

1回/年 1回/年

□目標利用者数 30人 ―

〇本牧市民公園、地域商店街との共催
企画
□開催数

1回/年 1回/年

陶芸祭(11/3文化の日)にて本牧市民公園、八聖殿と共
催企画の「秋祭り」を本牧市民公園内で開催。

●楽焼体験教室（陶芸祭体験）の実施
 □開催数

1回/年 1回/年

□目標利用者数 20人 33人

●手びねり体験教室（陶芸祭体験）の実
施
 □開催数

1回/年 1回/年

□目標利用者数 16人 40人

●電動ロクロ体験教室（陶芸祭体験）の
実施
□開催数

1回/年 1回/年

□目標利用者数 16人 54人

〇陶芸文化鑑賞講座の開催 1回/年 1回/年（隔年開催）

□目標利用者数 15人 8人

■陶芸祭来場者への対応 実施 実施
作陶展、陶器市・バザー、陶芸教室案内。

■予約無しでの陶芸体験の実施 実施 実施
当日参加可能な作陶体験教室実施。

■バザ－・作品展示会での興味の喚起 実施 実施
陶器市・バザー・作陶展の開催。

2
■教室内の動線を確保するため、整理整
頓を心がける

実施 実施
体験教室、講座によって作陶台、電動ロクロの配置換え
による会場設営実施。

■陶芸体験教室、親子陶芸教室等の開
始までの待ち時間において、解説動画映
像を上映する

実施 実施

講座案内、陶芸技法紹介を放映。また、令和4年度版の
陶芸祭DVDを作成し、放映。

■映像によるロクロ技法や施釉技法、陶
芸祭などの紹介

実施 実施
一日体験教室、団体教室にて放映

4
■小学校低学年と初めて陶芸体験される
方を対象に、焼き物に関する解説と資料
の配布など、次世代の育成に取り組む

実施 実施

親子陶芸教室、一日体験教室、指導者研修講座にて焼
き物に関するテキスト、参考資料(陶磁器キーホルダー・
色見本）を作成、配布。

5
■新講座として、丸1日体験講座、陶芸入
門講座を開講

実施 実施

ゆったり丸一日体験教室、陶芸入門2日・3日・4日間講
座を開催。陶芸文化鑑賞講座ではバスツアーで他施設
へ見学。

■小中高校・特別支援学校・養護学校に
対して、作陶活動に必要な情報や質問に
対応し、研修や電話相談での陶芸知識
発信に努める

実施 実施

陶芸材料、成形技法、陶芸窯、電動ロクロ修理等相談
対応

●公益的な作陶活動への情報発信 実施 実施

市内小中高等学校、特別支援学校に指導者研修講座
DM509件発送・「全国公募2023横浜陶芸展」案内を全国
の陶芸教室、関係ヵ所987通発送

□学童保育へのＤＭ発送 1回/年 1回/年
市内学童保育、近隣幼稚園、団体教室DM461通発送

7

●陶芸知識の基地化
■団体・出張教室での対応の難しいケー
ス（作品の種類・重量・既存の電気炉の
有無・経費）は、陶芸センターで講座受入
が可能か判断し、積極的に対応する

実施 実施

近隣幼稚園にて出張教室開催

陶芸文化鑑賞講座

2

　
指導者研修講座

団体教室（通常プラン）

団体教室（オーダープラン）

出張教室

支援型講座1

4　陶芸の普及と市民の作陶
技術向上の支援

6 公益的作陶活動に対する情報提供や相談対応等、陶芸知識の発信による基地化

団体教室・出張教室の対応等、陶芸知識の発信による基地化

1

（指定期間5年間において）新講座、実験的講座の開講

共催企画

陶芸祭（作陶展・秋祭り）

陶芸祭で、初めて陶芸にふれる来場者のための企画実施

【成果】
・研修講座や団体教室・出張教室の認知度を高めるために
近隣の学校や幼稚園にDMの発送をしました。オーダープラ
ンは目標より少ない申込数でしたが、通常プランと合わせた
団体教室全体の目標回数は達成することが出来ました。団
体教室と出張教室はアンケート評価では100%の満足度を達
成し、来年度の教室もご依頼いただいています。令和4年度
の団体教室申込12件中4件が令和5年度にリピートがあり、
令和5年にリピートしていただけなかった団体でも令和6年度
に再びお申込み頂いた例もありました。毎年とは言わない
までも、幼稚園や学童などの定番の活動として普及しつつ
あるように思います。
・陶芸祭での体験教室は目標利用者数を大きく上回る結果
となりました。特に陶芸祭の初日では地域の皆様がバザー
を楽しみに朝早くから来場され、賑わっていました。作陶展
でも66人からの出品があり、日頃の利用者の成果を存分に
発揮することが出来ました。
・コロナウィルス感染症の拡大を経て5年ぶりの開催となっ
た全国公募展では「ラーメン鉢」のテーマでプロアマ問わず
作品を募集しました。独創性に溢れた面白い作品が多数入
選し、陶芸祭を盛り上げました。審査員には講師で日本工
芸会正会員でもある丹澤裕子氏の他に現代美術家の梅津
庸一氏を迎え、審査員特別賞を新たに設けることで工芸の
分野にとどまらない新しい視点が審査に反映されました。
・隔年で開催している陶芸文化鑑賞講座では小型バスを借
りて東京都立埋蔵文化財センターと中近東文化センターへ
見学へ行き学芸員や調査研究員の解説付きでの見学を実
施しました。縄文土器などの日本古来の陶芸文化から中近
東の多種多様な陶芸文化に触れることで日頃から作陶に励
まれている利用者の方のモチベーションアップに繋げるとと
もに、陶芸文化への学びを深める企画になりました。日本や
中近東の陶芸文化に関心のある利用者が参加したため満
足度は高かったものの、まだ関心を持っていない利用者の
興味を引くことが出来ず、価格に関してもハードルの高さが
あったため目標人数に達することが出来なかったと考えま
す。

【課題】
・オーダープランは申込が少なく、目標を達成できませんで
した。理由として、主な利用者層である幼稚園や学童などは
予算の都合上通常プランを選ぶことが多い事が挙げられま
す。そのため、より魅力的なオーダープランを打ち出していく
必要があります。具体的には、親子陶芸体験で使っている
カラフルな化粧土を用いた制作プランの提案です。これまで
のオーダープランのアピールポイントは電動ロクロの使用と
釉薬を5種類の中から1種類選べる点にありましたが、作品
をカラフルに仕上げることのできる化粧土を用いた制作プラ
ンは学童や幼稚園に対しての新たなアピールポイントにな
ると考えます。
・また、オーダープランでは予算に対して柔軟に対応しやす
い友達家族グループや個人グループに対してもアプローチ
していくために、チラシのデザインを変え、一日陶芸体験な
ど親子参加が多い講座で宣伝するなどの工夫が必要と考
えます。

3　陶芸を媒介としたネット
ワーク構築を推進する（使命
３）

障がい者の方、ハンディキャップのある方の参加しやすい環境改修の提案

映像による紹介(デジタルアーカイブ）3

次世代育成の取組（親子陶芸教室での小学生を対象とした陶芸解説資料の作成）

近隣の幼稚園にて開催

【評価する点】
・三溪園との共催企画の楽茶碗制作、お点前体験は人気企
画となり、参加者の満足度も大変高く、地域連携や広報展
開も含めた施設の新たな境地を切り開くうえで、大きな成果
となっています。

・施設の利用環境については、室内動線の確保とともに、講
座内容ごとの会場設営など、配慮が必要な方の立場に沿っ
た対応が行えています。また、令和５年度には新型コロナウ
イルス感染症への対応に変更があったことから、貸室のレ
イアウトを変更して動線の確保や生徒同士のコミュニケー
ションの拡大を図り、それに対する利用者からの声にも真摯
に耳を傾ける姿勢が見られました。

・前年度から始めたゆったり丸一日陶芸体験は、開催２年
目にしてすでに定着したといえます。陶芸入門講座のうち、
２日間講座は利用者こそ目標には達しなかったものの、ア
ンケート結果では回答者全員が「満足」または「やや満足」と
答えており、満足度自体は高かったことがうかがえます。

・横浜市内外の学校や陶芸窯、陶芸教室などからの相談に
積極的に対応しており、陶芸の拠点施設としての役割の１
つを十分に果たしています。

【更なる取組を期待する点】
・陶芸祭では予約不要な陶芸体験教室（楽焼）を実施し、目
標を大きく上回る方が利用しています。今後の展開として、
当日の受付で気軽に陶芸を体験できるような、更なる取組
の検討を期待します。

・現指定期間における新規講座（ゆったり丸一日体験教室、
陶芸入門２～４日間講座）について、開設から２年が経過し
ました。利用者数はおおむね順調とみられますが、利用者
が体験教室・入門講座から次のステップに進めているかを
はじめ、導入した当初の目的を果たせているかどうか検証
してください。

【成果】
・様々な方が参加しやすいように、講座内容ごとに会場設営
を実施し、教室内の導線確保に努めました。
・次世代育成の取り組みとして、親子体験教室での資料を
作成・配布することで、子どもが夏休みの自由研究として陶
芸に関心をもつきっかけを作りました。また、次世代の育成
を担う指導者に対しても陶芸の理解を深めて頂けるよう市
内小中高、特別支援学校等に「指導者研修講座」案内を
509通発送しました。
・新規講座の丸一日講座や陶芸入門2日間、3日間、4日間
講座は下絵や釉掛けまで体験でき、非常に充実した内容の
講座になりました。焼き上がりの作品も制作者の個性が出
やすく、お持ち帰り頂く際も嬉しそうに作品を持ち帰る参加
者の様子が印象に残りました。自由教室への前段階として
もお勧めしています。また、4日間講座は自由教室に通う時
間の取れない方の講座として、自由教室と一日陶芸体験の
間の講座として需要があるように思われます。そのため、2
日間講座では1日陶芸体験との差異を出すことが難しく、魅
力的な内容を打ち出すことが出来ませんでした。
・小学校の焼成窯や釉薬についての相談対応を実施しまし
た。
・横浜市外の陶芸教室からの電気炉廃棄、熱電対の相談
対応を実施しました。
・福島の宗像窯からガス窯の煙突修理についての相談対応
をしました。県外からの相談対応も日常的に受けており、陶
芸の知識発信の拠点としての認知度が高まっていると感じ
ます。
・本牧市民公園及び周辺施設との連携においては、陶芸祭
での三溪園、八聖殿、本牧市民公園との共催企画や割引
等で連携を深めることが出来ました。三溪園とは陶芸祭で
の提携の他、陶芸センターで作陶した樂茶碗でのお点前体
験などの企画を実施しました。本牧市民公園とは秋祭りと
横浜上海友好都市提携50周年記念事業イベント、陶芸祭を
同時開催し、共にイベントを盛り上げることが出来ました。ま
た、本牧市民公園周辺施設のみならず、本牧地区センター
からの取材受入れなど、幅広く地域の施設との連携を深め
ることが出来ました。

陶芸祭期間中予約なしで当日気楽に体験できる楽焼
（絵付け）

陶芸祭期間中、気楽に体験できる手びねり体験講座

陶芸祭期間中、気楽に体験できる電動ロクロ体験講座

小型バスを借りて中近東文化センターと東京都埋蔵文
化センターへのツアー見学を行いました。

団体の要望に応じ、粘土・釉薬・技法（電動ロクロ等）対
応可能な講座。今年度は【課題】に記載した通りの理由
で目標達成に至りませんでした。

陶芸祭のチラシ提示で三溪園の入園料割引を実施

10名以上の団体貸し切り講座（手びねり技法）

市内小・中・高等学校、特別支援学校の指導者が参加。
陶芸の基礎知識講義と制作実習を実施。

【評価できる点】
・陶芸祭には、２年ぶりの開催となった前年度を大幅に上回
る2,229人が来場し、過去最高の実績となり、来場者のアン
ケート結果でも、「満足」と答えた人が81％に上るなど、多く
の方に陶芸の魅力を伝える機会となりました。

・陶芸祭に合わせて「全国公募横浜陶芸展」を５年ぶりに開
催し、関東を中心に多くの作品を集めました。案内を全国の
陶芸教室等に約1,000通送るなど、活動について幅広く周知
したこともうかがえます。また、陶芸祭では入賞・入選作品を
展示し、ホームページでも公表するなど、陶芸活動の拠点と
しての情報発信を積極的に行いました。

・指導者研修講座や隔年開催の陶芸文化鑑賞講座など、幅
広い視野からの取組により、陶芸を媒介としたネットワーク
構築を進めている点を評価します。

【更なる取組を期待する点】
・団体研修は通常プランとオーダープランで開催数、利用者
数に大きな差が出ました。前年度も同じ傾向が見られ、構
造的な課題になっていることが見受けられます。オーダープ
ランは需要の有無の確認と、効果的な広報を含めた需要の
掘り起こしが求められています。

・指導者研修講座は利用者数が減少しています。その一方
で、アンケート結果では、学ぶ場所、機会が少ない指導者の
方々を対象とした貴重な講座との利用者の声も確認できま
した。講座の周知に問題があるのか、需要が目標ほどには
多くないのか、分析と対応が望まれます。

・「陶芸文化鑑賞講座」は目標利用者数には達しなかったも
のの、陶芸センターの外に出て開催する独特の講座として
評価します。陶芸センターとしての活動の多様性を保つた
めにも、利用者増への工夫を図りつつ継続することを望み
ます。
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令和5年度　横浜市陶芸センター　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

■見学用として活用するほか、公園内に
おけるパネ ル掲出場所として活用

実施 実施
登り窯の断面構造図を提示

■象徴的扱いとし、印刷物等で写真を使
い紹介

実施 実施
ホームページ等で紹介

■近隣地域との連携 実施 実施
三渓園共催企画(楽茶碗講座）実施。目標利用者数4
コース32人に対して32人が申込・参加。

■陶芸祭での三溪園・本牧市民公園・地
域町内会との連携

実施 実施
陶芸祭において、三渓園、本牧市民公園、八聖殿と連
携した陶器市、バザーを開催

■ホームページ、SNSを活用して作陶講
座等の情報を発信する

実施 実施
フェイスブックやホームページを通して、施設の様子や
講座の案内等を発信

■すべての講座募集チラシの作成、配布 実施 実施
全講座チラシ作成、配布実施

■陶芸祭チラシの作成、配布 実施 実施

陶芸祭のチラシ作成実施。近隣施設、町内会へ配布。
情報誌「ARIFT」にて近隣地区へ43900部配布。英語版
チラシを作成、館内掲示と横浜インターナショナルス
クールへ配布。

■紙媒体への記事掲載の推進 実施 実施
神奈川新聞、情報誌「ARIFT」への記事掲載を実施

■ホ－ムペ－ジの講座案内年度切り替
え

実施 実施
3月に実施

■ホ－ムペ－ジの新着情報の更新 1回以上/月 1回以上/月
月1回以上の更新実施

■セキュリティ及び情報ウェブアクセシビ
リティへの配慮

実施 実施
適切に実施

■利用者に支障のない一般見学者の受
入

実施 実施
一般見学者数1961人

■電話・メールでの陶芸に関する質問へ
の対応

実施 実施

市内、県外より陶芸講師紹介、電気窯、土練機、釉薬、
メンテナンス、焼成、窯の設置等について相談対応実施

3 ■WEBサイトの活用 実施 実施
「ARIFT」WEB版、ヨコハマアートナビ等掲載実施

4
■新聞・タウン情報誌・陶芸関連書籍、
フェイスブック、ヨコハマアートナビ、公園
内に看板掲示による情報発信

実施 実施

情報誌「ARIFT」陶芸センター案内発行（中区、磯子区、
神奈川区港北区、西区）（60,500部）、神奈川新聞、ヨコ
ハマアートナビ、公園内看板掲示、フェイスブック等によ
る情報発信

■陶芸祭の情報を通して近隣地区及び
全国規模での知名度を上げる

実施 実施
陶芸祭チラシ43900部配布、ホームページ、フェイスブッ
ク情報発信、「ARIFT」よりメルマガ配信4500件

■メディアの取材に対する積極的対応 実施 実施
本牧地区センター発行「本牧地区センターだより5月号」
のための取材受入れ

6 ■英語版チラシ・パンフレットの設置 実施 実施

英語版チラシの作成と配布を実施

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

□開館日数357日、休館日9日
　（休館日：清掃・空調機点検2日、電気
点検1日、年末年始6日）

開館日数
357日

休館日9日

開館日数357日
休館日9日

5/12,10/12,10/16施設点検日(3日間)
年末年始休館(6日間)

■開館時間・休館日の周知（館内掲示・
ホームページ）

実施 実施
ホームページ、館内掲示板、受付にて利用者の方に直
接お伝えする等周知実施

■開館時間9時～17時 実施 実施
記載のとおり実施

■成形室の動線、作業スペースの確保 実施 実施
毎日の見回り点検、整理整頓により実施

適切な利用料金の徴収
■陶芸成形室半日500円

実施 実施
条例に基づく適正な料金徴収を行いました

■焼成料100ｇまでごと に　100円 実施 実施
記載のとおり実施

□貸室稼働率(288日） 100% 100%
目標288日、稼働率100%

□貸室目標利用者数 3,920人 3842人
前年より利用日が増えたことによる利用者数の増加

□貸室目標利用料収入（焼成料含む） 4,200,000円 3,396,050円
前年より利用日が増えたことによる焼成日の増加

■新規・長期利用者がステップアップでき
るよう、使用できる釉薬・粘土を工夫す
る。

実施 実施

期間限定粘土、釉薬の導入

■受付業務マニュアルの作成 実施 実施
令和5年度版更新作成

■利用者に対する利用手引き作成 実施 実施
令和5年度版更新作成

1

施設利用促進のための広報・宣伝活動、ホームページや紙媒体の制作の充実

　

8 施設の象徴としての登り窯の活用

9 （指定期間5年間において）近隣地域と連携した取組を行うための企画検討

2　施設利用の貸出業務

1

2
一般見学者へ質問対応や、陶芸ライブラリー、映像等による詳細な情報、電話やホームページ等を通じて
の相談等の情報発信

Webサイトによる施設案内

各種媒体を使った広報

5

5　情報提供及び広報

指定管理者提案（要旨）Ⅱ施設運営

1　作陶活動のための施設の
提供

適切な施設開館及び施設の貸出1

公園条例に基づいた利用料金の徴収2

新規利用者・貸室の利用率増加のための工夫

適切な受付業務

3

実施状況

（指定期間5年間において）陶芸センターの知名度アップ

外国の方向けの情報発信方法の検討

【成果】
・計画通り施設の貸出を実施しました。
・貸室において、新規釉薬の紫辰砂と期間限定粘土の萩
土・透光性陶土を導入し、利用者の意欲増加に努めまし
た。
・受付マニュアルの改訂に加え、職員退職のため引継ぎ書
を作成し、適切な業務実施に努めました。

【課題】
・貸室は50代以上の利用者が79%を占めており、将来に向
けての利用者確保のために50代以下の利用者の増加が課
題です。
・高齢化が進み教室を辞める利用者が増えたこと、年間を
通して約20%の欠席者がいることが利用者数と利用料収入
が目標に到達しなかった原因だと思われます。
・貸室の利用者増加のため、新規粘土や釉薬の導入を今後
も継続します。また、施設の認知度を高める取り組みも今後
の課題です。

【評価できる点】
・各教室、講座、陶芸祭などのイベントにおいてアンケートを
実施し、利用者の属性や満足度等を調べるとともに、それら
をフィードバックして改善に結びつけるなど、アンケートを組
織運営に活用する態勢が整っていることを評価します。

・一般見学者が1,961人となり、一定の方から関心を寄せら
れていることが伺えます。今後の施設利用者数の増加に向
けた取組につなげることも期待されます。

・新規釉薬や期間限定粘土を導入するなどして、利用者の
意欲増加を高め、定着を図ったことが認められました。

・副所長の退職に伴い、新規職員や事務員の採用を行うな
ど、組織体制の維持に務めることができています。

【更なる取組を期待する点】
・貸室の稼働率は、利用日ベースで100％を達成しました
が、定員に対する充足率は61％とになっています。令和４年
度のデータでは、貸室利用者は60代以上が約８割を占めて
おり、持続可能性の観点から抜本的な対策が求められてい
ます。

・また、貸室利用料収入は目標の約８割にとどまっており、
前年度も休館による影響を除くと目標の85％にとどまってい
ます。その一方で、令和５年度の貸室の利用者数は目標の
98％となっています。それらを踏まえると、貸室目標利用料
収入は、現状を分析した上で再設定する必要があると考え
られます。

令和5年度計画評価項目 評価

【成果】
・フェイスブックやホームページ、市域情報誌、近隣施設へ
のチラシ配布、公園内の看板掲示による広報を実施しまし
た。
・広報チラシは写真を大きく掲載して目を引くわかりやすい
デザインにしました。公園内の看板掲示は地域の方の利用
申し込みに繋がりました。
・外国にルーツのある利用者が年々増えています。語学が
堪能な講師の曜日に集中する傾向がありますが、別の曜日
に移動された方も講師や他の利用者との交流を楽しみなが
ら作陶されている様子が伺えます。

【課題】
・若年層の利用者増加を目標に、若年層が利用している
SNSのアカウントを開設する等、若年層にリーチするための
運用を目指します。
・陶芸祭での英語版チラシについては、英語版チラシをきっ
かけに来場したのかそうではないのかの判断が付かず、成
果として具体的な数字を出すことは出来ませんでした。

【評価する点】
・英語によるチラシを作成するなど、外国にルーツのある利
用者を意識した情報発信を展開できており、その成果もあっ
てか、利用者も増える傾向にあることを評価します。

・フェイスブックやホームページを通して講座や教室の申込
案内のほか、陶芸センターの様子も発信できています。

【更なる取組を期待する点】
・利用者のアンケートでは、各教室、講座をホームページで
知った人のほか、知人・家族の紹介によるケースが多かっ
たとの結果が出ています。それら以外の情報発信について
はどの程度の効果があったか、検証の機会を設けてくださ
い。

・若年層へのアプローチに向けた工夫を期待します。

【課題】
・利用者の方に安心・安全に施設を利用していただくための
レイアウト変更や工夫を随時行うほか、利用者の方との日
頃のコミュニケーションの中で聞き取りをした意見を取り入
れていく必要があると考えます。
・市内小中高、特別支援学校等に「指導者研修講座」案内
を509通発送しましたが、実際の申込は26人でした。陶芸の
カリキュラムを設けている学校の減少もあるように思われま
す。今後の課題としては指導者研修の需要に合わせた講座
の在り方を考えていく必要があります。
・2日間講座については内容の見直しが課題です。



4

令和5年度　横浜市陶芸センター　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

■利用者アンケ－トを実施 実施 実施
開催した全ての講座で実施

■アンケ－トからの改善の実施 実施 実施
粘土・釉薬・技法等の改善

■講座教室内の整理整頓 実施 実施
毎日の見回り点検にて実施

■ロッカールームスペースの活用の検討 実施 実施
整理整頓によるスペースの確保、防災グッズの中身見
直しと収納場所の確保

■不良在庫等の廃棄による収納スペー
スの確保

実施 実施

粘土・釉薬の計画仕入れによる不良在庫ロス、スペース
の確保

■防災用品保管スペース拡張の検討 実施 実施
整理整頓によるスペースの確保

1
■利用者に支障のない一般見学者の受
入

実施 実施
一般見学者1961人
令和4年度の見学者数は1458人のため503人増

2 ■利用者に支障のない「撮影」の受入 実施 実施
ジャニーズファンクラブ会報写真撮影会の依頼がありま
したが日程が合わず実施には至りませんでした

1 ■各種助成金、協賛金等の活用の検討 検討 実施

令和5年度は実績なし

■適切な運営組織体制と人材の配置
センター長1人、所長1人、副所長１人
事務員2人、講師11人、貸室アドバイザー
6人・助手3人

実施 実施

新規事務員1名、職員2名採用

適切かつ効果的な勤務体制の確立
■事務員、講師、貸室アドバイザー、助
手をローテーション勤務

実施 実施

事務員、講師、貸室アドバイザー、助手を計画通りの
ローテーション勤務

■事務部門と指導部門の円滑な連携を
図るため、事務部門、指導部門との兼任
者を配置し、運営方針、課題、問題解決、
連絡調整を行う

実施 実施

事務部門と指導部門の円滑な連携を図るため、事務部
門、指導部門との兼任者を配置し、運営方針、課題、問
題解決、連絡調整を実施

■職務分担表により効率的な業務遂行 実施 実施
諸事情に対応しながら、早めの計画と効率的な業務遂
行を実施

2
■事務部門に基本的な陶芸の知識、指
導部門に専門知識等を提供し、全体的な
知識のレベルアップを図る。

実施 実施
事務部門に基本的な陶芸の知識、指導部門に専門知
識等を提供実施。事務職員が一日陶芸体験教室に参
加。

1 ■陶芸道具類の販売・紹介を実施する 実施 実施
陶芸道具類の通常価格2割引き販売、道具の使い方の
紹介を実施

2
■アンケート・利用者・スタッフの意見の
活用する

実施 実施
アンケート・利用者・スタッフの意見を取り入れ、円滑な
事業運営に活用

3 ■収納スペースの確保 実施 実施

毎日の整理整頓の他、職員を増員したため事務室の模
様替え、大掃除を実施しスペースを確保

1
■休館日（年末年始6日間、施設点検3日
間）の届け出

実施 実施
適切に実施

2 ■許認可及び届け出 実施 実施 適切に実施

3
■陶芸小道具、自動販売機使用料の申
請

実施 実施
適切に実施

4 ■財務状況の確認 実施 実施
適切に実施

5 名札の着用 ■施設運営従事する職員の名札の着用 実施 実施
適切に実施

■法令、条例及び規則を遵守し、利用者
の個人情報の取扱いを適正に行い、事
故のないように努める

実施 実施

個人情報マニュアルの作成、取扱い研修実施、個人情
報の管理徹底

■マイナンバ－利用者の個人情報漏え
い防止のため、組織的・人的・物理的・技
術的安全管理処置を講じる

実施 実施

本社において施錠管理とパスワードでの情報管理

■横浜市の障害者差別解消法の指針に
従い差別解消を推進する

実施 実施
記載のとおり実施

■情報公開規程に則り、情報開示請求
等の適切な対応

実施 実施
開示請求0件

□人権に関する職員研修年１回 1回/年 2回/年
新規職員の着任に伴い、年2回実施

■苦情・要望について適切な対応と報告
書の作成

実施 実施
随時実施

■管理・運営上の近隣への迷惑行為へ
の十分な留意、対策の実施

実施 実施
随時実施

■横浜市中小企業への優先発注 実施 実施
市内企業(電気設備・清掃業務）発注

■横浜市暴力団排除条例の遵守（横浜
市暴力団排除条例の趣旨に則り、適正に
管理運営を行う）

実施 実施

記載のとおり実施

利用者への配慮をしながら、可能な限り、施設見学を受入

撮影

各種助成金、協賛金等の活用

6 個人情報保護・情報公開、人権尊重、環境への配慮、市内中小企業優先発注等の取組の実施

財務状況の確認

1

2

3（指定管理期間において）施
設スペースの有効利用方法
等の検討

4　施設見学等への対応

5　指定管理料金以外の収入
確保に向けた取組

アンケートを活用した利用者サービス向上と利用促進

（指定管理期間において）施設スペースの有効利用方法等の検討

目的外使用料の申請

アンケート・利用者・スタッフの意見の活用（提案２）

7　施設全体の運営に対する
アイデア・ノウハウの一層の
活用

6 組織的な施設運営

陶芸道具類の販売・紹介（提案１）

必要人材の配置と職能1

主要人材の能力担保

8　その他施設運営に関する
事項

施設増築（提案３）

休館日の届け出

許認可及び届け出

【成果】
・講座ごとにアンケート調査を実施しました。自主事業にお
いて講座満足度が96%と高い満足度を維持しています。自
由作陶教室や貸室への申込に繋げていく前段階としての講
座を多く設けており、陶芸入門2日間、3日間、4日間講座で
は下絵付けや釉掛けまで体験できる充実した講座を開催し
ました。一日陶芸体験は毎回盛況で目標人数を大幅に超え
ています。一日の体験で様々な技法を試したい方のために
ゆったり丸一日陶芸体験も開催しており、こちらの講座も満
足度が97%と大変好評でした。自主事業講座におけるスタッ
フ満足度も98%、建物と設備に対する満足度も97%と全体的
に高く満足して頂けています。
・日々の見回り点検や整理整頓に加え、6月～9月は貸室・
自由作陶教室・講座室の大規模な電動ロクロの配置換えを
実施し、より使いやすい教室になるよう取り組みました。ま
た、講座ごとのレイアウトの変更、作業導線見直しを実施
し、収納場所確保に努めました。

【課題】
・さらなる作品管理、在庫整理、整理整頓、教室レイアウト
改善に取り組みます。

【成果】
・届出、申請について、計画通り実施しました。
・個人情報取り扱いマニュアルに基づいて研修を実施し、業
務点検を行い、安全な管理の徹底に努めました。
・横浜市人権施策基本指針を基に研修を実施しました。

【課題】
・今後も個人情報を適正に管理するため、引き続き研修を
行うとともに、日常業務の再点検に努めます。

【成果】
・事務員1名と職員2名を新たに採用しました。
・事務員1名が一日体験教室に参加し、事務部門の陶芸の
知識の向上を図りました。また、陶芸経験者の職員の採用
により、利用者が気軽に相談し易い環境も整えました。
・日常的なスタッフ間の声掛け等により、コミュニケーション
の円滑化を目指しました。

【課題】
・今後もわかりやすい業務マニュアルの改訂や研修実施に
取り組みます。

【成果】
・アンケートの要望やスタッフの意見により、新規の釉薬や
粘土を取り入れました。

【課題】
・引き続き利用者やスタッフ、講師の意見を取り入れながら
利用者の興味や意欲を引き出す道具・釉薬・粘土を取り入
れていきます。
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令和5年度　横浜市陶芸センター　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

□施設建物目視点検 毎日 毎日実施
毎日の見回り目視点検実施

□陶芸道具類のメンテナンス、在庫管理 週１回 週1回
週一回の陶芸道具類のメンテナンス、在庫管理

□粘土・釉薬の再生（リサイクル） 月2回 月2回
月2回の粘土・釉薬の再生、メンテナンス実施

□粘土・釉薬を直接下水に流さない 毎日 毎日
下洗い箱の設置、毎日点検実施

□排水溝・桝掃除 年2回 年2回
年2回の排水溝・桝掃除実施

□登り窯（レプリカ）の適切な管理 2ヶ月1回 2ケ月1回
年9回の登り窯周辺の草刈実施

■高額修繕の回避 随時 随時
毎日の見回り点検による高額修繕の回避

□早めの計画 週1回 週1回
週一回の焼成スケジュール作成実施

□業務マニュアルの見直しと改善 年1回 年1回
令和5年度版業務マニュアルの見直しと改善実施

■管理標準チエックリストの記録 実施 実施
毎日の管理標準チェックリストの記録

□空調機器定期保守点検 2回/年 2回/年
・年2回の定期点検実施

■給排水設備点検 実施 実施
毎日の点検実施

□電気設備点検 毎日 毎日
毎日の電気設備簡易点検と自主簡易点検、年一回の
定期点検実施

□ガス設備点検 毎日 毎日
毎日の点検と毎月の簡易点検実施

□消防設備点検 2回/年 2回/年
年二回の非常警備設備、非常避難路、消化点検実施

□窯業機械の機能点検 毎月 毎月
毎月実施

□窯業機械の保守点検 1回/年 1回/年
年一回の保守点検実施

■見回り点検により、早めの修繕を行
い、高額修繕に至らない様、適切な維持
管理

実施 実施

毎日の見回り点検による蛍光管交換、水道栓ノブの交
換、トイレコーナーカバーの取付、ロクロ台の塗装、電動
ロクロ修理、ヒーター線短絡の修理

■修繕部品の直接購入による修繕コスト
削減

実施 実施
水道栓のノブ、電動ロクロのパーツを購入

□年1回、物品管理簿の棚卸を行い、物
品が適切に管理されているか確認し、市
に報告する

1回/年 1回/年

年一回の物品管理簿の棚卸実施

■計画的な窯の焼成スケジュール 実施 実施
計画的な窯の焼成スケジュール実施

■釉薬、薬剤の適切な管理、点検 実施 実施
釉薬、薬剤の適切な管理、点検実施

□清掃業者委託による清掃 毎日 毎日
全ての開館日に実施

□定期清掃 2回/年 2回/年
年二回実施

■使用済み粘土、釉薬を毎日適切に管
理する

実施 実施
毎日の見回り点検により実施

■産業廃棄物の管理状況をチェックし、
横浜市ル－ト回収にて適正に廃棄する

実施 実施
毎月の産業廃棄物のチェックの実施とルート回収による
廃棄

■日常の見回りによる危険箇所の発見 実施 実施
夜間人感センサーライト設置

■警備業務一覧を職員全体で認識共有 実施 実施
退館時のWチェック体制の実施

■警備保障会社による２４時間警備（機
械警備）

実施 実施

総合警備保障(株）による24時間機械警備、防犯カメラ4
台設置

■災害対策マニュアルの整備 実施 実施
令和5年度版作成実施

□利用者も含めた防災避難訓練 2回/年 2回/年
7月、2月に実施

□ＡＥＤ操作研修 2回/年 2回/年
7月、2月に実施

■焼成についてスタッフの安全教育、防
火管理の徹底

実施 実施
焼成管理、防災管理の徹底

□防災用品を準備、備蓄、更新をする 2回/年 3回/年
4月、7月、2月に実施

1
■緊急連絡網の整備と迅速な市への報
告

実施 実施
緊急連絡網の作成実施

■新型コロナウイルス等感染症拡大防止
マニュアル作成し実施する

実施 実施

「横浜市文化施設における新型コロナウイルス感染症
対策ガイドライン」が5月7日で廃止されたため、その後
は施設で独自に対応

■消毒石鹸、アルコ－ルでの感染症対策
と嘔吐物処理のマニュアル化と全職員で
共有

実施 実施
感染症対策として、アルコール消毒設置

■蚊の発生源の除去と野鳥の死骸の報
告

実施 実施 適切に実施

□甲種防火管理者を１名選任する 1名 1名
甲種防災管理者1名在籍

□電気主任技術者を外部に委託する 委託 委託
電気主任技術者を外部に委託実施

1 感染症対策等衛生管理の実施

廃棄物の抑制と適切な処理2

事故防止体制・防犯の実施1

評価項目

Ⅲ施設管理

実施状況令和5年度計画 評価

【成果】
・利用者を含めた防災訓練、AED操作研修、災害備蓄品の
更新を実施し、利用者の安全・安心を確保するための取り
組みを行いました。

【課題】
・利用者の年齢層が高いため、避難経路の確認や近隣施
設と連携したさらなる災害対策に取り組みます。

【成果】
・毎日の清掃、定期清掃を実施し快適な環境維持に努めま
した。
・適切な廃棄物処理に努めました。

【成果】
・防犯や見回りに取り組み、安定した施設運営ができまし
た。

【課題】
・6月に利用者の転倒事故がありました。平坦な施設ではあ
りますが、小さな段差や、釉薬の掃除がしやすい滑らかな
床材を使用しているため、すべり止め等の対策が課題で
す。

【評価できる点】
・施設内設備の早期修繕を行うことにより、経費削減につな
がっていることが確認できました。毎日の見回り点検、道具
類のメンテナンス等を含めて施設管理を適切に行えていま
す。

・施設利用者の転倒事故を受けて、レイアウト変更を行うな
どの対応を素早く行いました。この利用者は幸いにも軽傷
だったとのことでしたが、引き続き無事故を目指した運営を
心がけてください。

【更なる取組を期待する点】
・施設内の照明設備は令和６年度から２か年度にわたる
ESCO事業により、LED化が予定されており、経費削減効果
が見込まれます。その効果を施設運営にも生かすことを期
待します。

・利用者は中高年層が多いことから、施設管理において注
意すべき点が増えています。上記の転倒事故も高齢者との
ことであり、事故予防に加えて災害対策も万全にするようお
願いします。

【成果】
・毎日の見回り点検、道具類のメンテナンス、粘土釉薬の再
生、業務マニュアルの改善により、安定した運営を維持でき
ました。
・日常点検、毎月の機能点検、定期点検を実施し、無事故
で設備維持保全ができました。早めの自前修繕（電動ロクロ
修理、水道栓交換修理、窯の整備等）により、経費削減に
つながりました。

【課題】
・毎日の見回り点検等、引き続き取り組みます。
・前年に続き、経年劣化による蛍光管交換の経費が増加し
ており、課題となっています。

【成果】
・計画どおり実施しました。

指定管理者提案（要旨）

1 日常の取組、危機管理マニュアルの整備、防火・防災の取組、災害備蓄等の実施

小破修繕の取組

備品等の適切な管理

施設の安全・安心・快適環境維持1

2　保守管理業務

3　環境維持管理業務

8　その他施設管理に関する
事項

1　持続可能性を高める施設
運営を行う（使命4）

7　感染症対策等衛生管理の徹
底

日常的な施設建物・設備の点検1

環境に優しい施設維持管理2

3 効率的な運営の努力

緊急時（災害発生時）の連絡体制・役割分担
6　緊急時の対応

5　防火・防災等

保守点検、備品管理、環境維持,長寿命化対応の実施1

4　保安警備業務

2

3

施設の管理を行う上で必要な資格者の配置1
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令和5年度　横浜市陶芸センター　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

■興味を喚起する新規講座企画検討し、
利用料増収を図る

実施 実施
期間限定粘土2種類導入・新規釉薬導入・陶芸の文化
に親しむバスツアー開催、新しい技法・焼成方法の講座
を企画

■期間限定の粘土・釉薬を導入し、利用
料増収を図る

実施 実施
新規釉薬として紫辰砂、期間限定粘土として萩土、信楽
透光土を導入

2
■不用になった陶芸書籍、古新聞、紙
袋、タオルを寄贈頂き活用する

実施 実施
利用者より、植物、図書、タオル、梱包材、新聞紙等寄
贈。施設運用に活用

3
■様々な支援制度、ボランティアの協力
を検討する

実施 実施 ・陶芸祭(作陶展・バザー）において、ボランティアの協力

■業務マニュアルの改善 実施 実施 年一回の業務マニュアル更新作成実施

■業務スケジュール作成 実施 実施 週一回のスタッフ業務スケジュール作成実施

■焼成スケジュール作成 実施 実施 週一回の焼成スケジュール作成実施

■自前修繕による修繕経費の抑制 実施 実施

貸室シンク排水管のつまり解消、水道栓ノブの交換、ト
イレカバーの取付、蛍光管の交換、ロクロ台のステイン
塗装、ヒーター線短絡の修理、電動ロクロ回転レバー修
理

■窯業機械の毎月の機能点検により高
額修繕に備える

実施 実施 毎月の点検実施

■突然の高額修繕に備えた、日常点検
による劣化箇所の把握

実施 実施 日常点検による劣化箇所の把握

■陶芸材料の在庫管理を徹底し、計画仕
入れを行う

実施 実施 陶芸材料の在庫管理を徹底し、計画仕入れ実施

■粘土の予約販売を実施し、不良在庫を
置かない

実施 実施 粘土の予約販売を実施し、不良在庫を減らす

4
■粘土・釉薬の再利用を実施する、紙は
裏紙を使用する

実施 実施 粘土・釉薬の再利用を実施、紙は裏紙を再生使用

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

□業務日報の作成 毎日 毎日 毎日業務日報の作成実施

□管理運営月報等をモニタリングにおい
て報告

毎月 毎月 管理運営月報作成と毎月のモニタリングにおいて報告

2 □事業計画書・事業報告書の作成 1回/年 1回/年 事業計画書・事業報告書の作成実施

3 □自己評価 1回/年 1回/年 自己評価の作成実施

取組内容 目標 説明 自己評価 行政評価

■法令、条例及び規則を遵守し、利用者
の個人情報の取扱いを適正に行い、事
故のないように努める

実施 実施

個人情報の徹底管理、個人情報マニュアルの改訂作成

■マイナンバ－利用者の個人情報漏え
い防止のため、組織的・人的・物理的・技
術的安全管理処置を講じる

実施 実施

本社にて施錠管理とパスワードでの情報管理

□職員向けに個人情報保護に関する研
修を年1回実施する

1回/年 2回/年

新規職員の着任に伴い、年2回実施

2
■情報公開規程に則り、情報開示請求
等の適切な対応

実施 実施

情報開示請求0件

3 □人権に関する職員研修年１回 1回/年 2回/年
職員・講師にマニュアルを配布・研修。新規職員の着任
に伴い、年2回実施

■施設の環境を維持し、快適な環境を保
つため、清掃業務を適切に行う

実施 実施

日常の清掃の他に、随時落ち葉の掃除、釉掛け場の掃
除等を実施し、快適な環境維持に努めた

■施設から発生する廃棄物の発生抑制
に努めるとともに、職員によるゴミ分別励
行を行いゴミの資源化を促進する

実施 実施

ゴミの分別実施

■横浜市が構築する「ルート回収」を活用
し、可能限り資源化に努め、市役所ゴミ
ゼロ運動に協力する

実施 実施

毎月の産業廃棄物のチェック実施とルート回収による廃
棄

5
■横浜市の障害者差別解消法の指針に
従い差別解消を推進する

実施 実施
記載のとおり実施

6

■女性スタッフの意見を取り入れ、利用
者ニーズの把握、運営企画のヒントを探
る。スタッフの出産、子育てに応じて、働
きやすい職場環境の充実を目指す

実施 実施

現場の意見聞き取り、アンケート調査等実施

7 ■横浜市中小企業への優先発注 実施 実施
電気設備、清掃業務

1
■施設賠償保険、動産総合保険、レ
ジャー・サービス施設費用保険に加入す
る

実施 実施

記載のとおり実施

2
■現行の関係法令を順守するとともに、
法令改正に気を配り、契約等の前に確認

実施 実施

関係法令の順守実施

3
■緊急連絡網の整備と迅速な市への報
告

実施 実施
緊急連絡網の整備実施

令和5年度計画 評価

寄贈品の活用

評価項目

助成金・協賛金・ボランティア活用

１　指定管理料のみに依存し
ない収入構造

再利用（リサイクル）

２　経費削減等効率的運営の
努力

Ⅳ収支

２　その他

１　市の重要政策課題への対
応

魅力ある講座（企画）の開催1

選定要項

業務の基準

日報、月報の作成・管理

事業計画書・事業報告書の作成・管理

【評価できる点】
・自主事業収入が予算額に対して決算では約250万円上
回っており、前年度より約100万円の増加となるなど、講座、
教室等を通じて多くの収入を得られたことを評価します。

・講座としては、三溪園との共催企画の人気が高く、陶芸セ
ンターのプロモーションにもつながっていると考えられます。

・新規釉薬や粘土の導入では、既存の利用者の興味を高
め、施設利用の定着に結びついていると判断できます。

・自主チラシの作成、印刷や計画的な予約販売に加えて、
利用者から寄贈を受けた物品の積極的な活用により、経費
削減の効果が高まっていると認められます。

【更なる取組を期待する点】
・令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が収まっ
てきたにもかかわらず、利用料金収入は前年度比1.9％の
増加と伸び悩みました。結果を分析して、対策の検討を進
めてください。

・今後も新規の企画や期間限定の粘土・釉薬の導入などに
より、講座・教室等のマンネリ化を防ぐとともに、積極的な情
報発信や利用者の興味増進に努めることを期待します。

【評価できる点】
・女性スタッフや女性利用者の意見の聴き取りを積極的に
行うなどしているほか、男性利用者やスタッフの意見も取り
入れる姿勢を示しており、性別、年齢にかかわらず誰もが
利用しやすい施設づくりに努めている姿勢を評価します。

・個人情報の管理徹底や日常の清掃、見回り点検などを通
じて、市が掲げる重要政策課題への対応を適切に行ってい
ます。

【更なる取組を期待する点】
・新たな人材の採用が伴う際には、個人情報保護や人権尊
重などについて、研修の機会を設けて対応していることが認
められます。引き続き、定期的な研修を通じて徹底をお願い
します。

Ⅵ　その他

Ⅴ 各種計画書・報告書の
     作成及び業務評価

【成果】
・計画通り、日報、管理運営月報の作成と管理を実施しまし
た。モニタリングにおいて毎月の管理運営状況を報告しまし
た。
・業務実績、利用者の満足度や意見を基に、事業計画、業
務報告書、自己評価を作成しました。

【成果】
・新規釉薬や粘土を導入とそれらを使った講座を開催し、利
用者の興味喚起を促しました。新規導入した釉薬により新し
い焼成方法に挑戦する利用者もおり、利用者の興味を引き
出すことができたと思います。
・利用者、近隣施設より不要になった陶芸図書、梱包材、雑
巾、事務用品、花などを受け付けました。様々な協力を得な
がら施設運営に取り組みました。
　
【課題】
・次年度も引き続き興味喚起を促す企画を検討します。

【成果】
・業務、焼成スケジュールの作成、チェックも随時更新し、効
率的に業務を遂行しました。
・日常点検による早めの劣化箇所の把握と、自前修繕、自
主チラシ作成・印刷（広告宣伝費）、予約販売と計画仕入
れ、在庫管理、メンテナンス部品と灯油の直接仕入れによ
り、経費削減に繋げました。

【課題】
・次年度も予約販売と計画仕入れ、自前修繕を実施し、経
費削減の努力を継続します。

【成果】
・個人情報保管、施錠管理、パスワードでの情報管理によ
り、管理徹底に取り組みました。個人情報取り扱いマニュア
ルの改訂版作成、研修を実施し、個人情報漏洩防止に努め
ました。
・日常の清掃、見回り点検を実施し、施設環境維持に努め
ました。また、適正な廃棄物処理に取り組みました。
・施設や講座への女性のニーズを把握するために女性ス
タッフや女性利用者の意見の聞き取りを行いました。講座
の釉薬の提案などでは多くの女性講師の意見をと入り入れ
つつ開催しました。また設備においても蛇口の種類をハンド
ル式からレバー式に取り替えるなど、誰でも使いやすい物
に変更しました。

【課題】
・今後も個人情報を適正に扱っていくため、引き続き研修を
行うとともに日常業務の再点検を行う必要があります。
・女性の利用者が増えていく傾向にありますが、男性の利
用者やスタッフの意見も聞き取り、今後も様々な性別、年齢
の方が利用しやすい施設になるように努めます。

【成果】
・計画通り、法令の順守に取り組みました。
・横浜市及び関係機関等との連携をはかり、連絡調整を実
施しました。

実施状況

【評価できる点】
・業務日報や管理運営月報により、適切に施設管理できて
いることが、モニタリング報告によって確認できています。

【更なる取組を期待する点】
・今後も、利用者へのアンケートから得られた意見を業務計
画に反映してください。

1

人権尊重についての取組

4 環境への配慮に関する取組

市及び関係機関等との連絡調整

関係法令等の順守

保険及び損害賠償の取扱い

個人情報保護についての取組1

男女共同参画

市内中小企業優先発注についての取組

情報公開についての取組

障害者差別解消

業務評価の実施

指定管理者提案（要旨）

日常点検による小破修繕2

在庫管理の徹底3

効率的な業務システムの構築1
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自己評価 行政評価

評価

【成果】
・指定期間第4期の2年目となる令和5年度の事業運営は、
陶芸人口裾野拡大と作陶活動の拠点となる施設として、
様々な企画や講座実施に取り組みました。1日体験教室は
大変人気で申込受付日には定員になることも多く、体験教
室をきっかけに自由作陶教室に申し込まれる参加者も多く
いました。自由作陶教室や貸室は半数以上がリピーターと
なっており、講座も教室も安定した運営になっています。

・「全国公募横浜陶芸展」の開催による全国発信や陶芸祭
での本牧市民公園、三溪園、八聖殿との共催企画や横浜
美術館での展示作品のための制作素材の提供、本牧地区
センターからの取材への対応など、幅広く地域全体と連携し
た活動を実施しました。日常業務として学校や他施設、個人
の方から陶芸や窯に関する相談も多く寄せられており、作
陶活動・陶芸文化の発信拠点として信頼されていると感じま
す。今後も利用者や地域の方々の期待と信頼に応えられる
よう努めていきたいと思います。

・経費削減については固定経費を抑えつつ、外注に頼らな
いセンター独自の講座チラシ・ポスター作成、消耗品や送料
の高い液化燃料を直接買いに行くなど、経費の削減に努め
ました。

・令和5年度の新規取組として「陶芸文化鑑賞講座」での東
京都埋蔵文化財センターと中近東文化センターへの見学や
「全国公募横浜陶芸展」でのラーメン鉢をテーマにした公募
等を実施しました。

【課題】
・利用者の高齢化が進んでおり、継続利用されていた方も
数名辞められました。貸室は79%、自由作陶教室は62%が50
代以上となっており、若年層の利用者の増加に取り組みつ
つ、高齢の利用者が安全に利用できるよう工夫していく必要
があります。

・施設管理については建物の経年劣化に伴う日常点検や修
繕が欠かせないものとなっています。利用者の建物・設備
満足度は97%と高く、古い建物だからこその良さを感じて頂
けている部分もあるものの、高齢者が多く利用している施設
ということもあり、安全に利用して頂ける工夫や点検が課題
です。

【評価できる点】
・使命１　陶芸に親しむ機会を提供する
　総来場者数が達成目標を上回っている中で、利用者への
アンケートの結果では、年間を通した満足度が96％に達す
るなど、非常に高い評価を受けています。企画内容や講師
の指導などが利用者に認められており、陶芸に親しむ機会
を提供しているものとして評価します。

・使命２　市民の主体的な作陶活動を支援する
　追求型講座、専門技能習得講座のいずれも講座も利用者
数が目標を上回り、初心者の段階を終えている利用者の作
陶活動の支援が成果をあげています。染付、上絵付、電動
ロクロ水挽徹底講座などは、アンケートによる満足度調査で
いずれも80％以上が「満足」と答え、年間の開催回数を増
やすことを希望する声が複数寄せられており、施設利用の
定着にもつながっています。

・使命３　陶芸を媒介としたネットワーク構築を推進する
　陶芸祭や三溪園共催企画などを通じて、近隣施設や地域
との連携が着実に進んでいます。また、陶芸祭のアンケート
では、初めての来館者が5割強を占める中、満足度につい
て81％が「満足」と答えるなど、内容についても高評価とな
り、共催企画を通じて陶芸を媒介としたネットワーク構築の
礎を築いているといえます。

・使命４　持続可能性を高める施設運営を行う
　施設内設備の早期修繕のほか、陶芸材料の在庫管理を
徹底すること等により経費削減を図るなど、施設管理と効率
的な運営努力の両面により、施設運営の持続可能性を高
める努力をしていることが認められます。

【更なる取組を期待する点】
・使命１　陶芸に親しむ機会を提供する
　一部の講座、教室で利用者数が目標を下回っており、特
に自由作陶教室は目標と実績の乖離が顕著となっていま
す。一日陶芸体験などの体験型教室や、陶芸入門４日間講
座などの基礎型教室の利用者が、次のステップとして自由
作陶教室に申込む流れを強化していくことが重要と考えま
す。逆に、夏休み親子陶芸教室など、需要の多さに参加枠
が対応できていないとみられる講座、教室もあり、施設とし
ては機会損失につながっている可能性があります。

・使命２　市民の主体的な作陶活動を支援する
　追求型講座や専門技能習得講座では、リピーターを多く
獲得している状況にあり、そこからは、利用者のニーズに
沿った丁寧な対応を心がけていることが伺えます。その意
味では、招待作家講座が開催できなかったことは残念な結
果となりました。利用者は50代以上が多く、若年層の取り込
みが急務という施設全体の課題も踏まえて、入門講座や自
由作陶教室とのつながりをどのように持っていくのか、検討
を加えてください。

・使命３　陶芸を媒介としたネットワーク構築を推進する
　支援型講座では、団体教室のオーダープランが前年度に
続いて苦戦したほか、指導者研修講座の利用者も前年度と
同様に目標を下回りました。それぞれ、現状を分析して原因
を探るとともに、利用者増への取組を進めるよう期待しま
す。指導者研修講座のように他では置き換えできない講座
では、利用者へのアンケートで改善点の提案などを募るの
も１つの手ではないかと考えられます。令和６年度より計画
がスタートした、本牧市民公園周辺における施設連携への
取組にも期待します。

・使命４　持続可能性を高める施設運営を行う
　施設利用者の転倒事故は、施設の管理瑕疵とまではいえ
ないかもしれませんが、日常的な施設建物・設備の点検に
加え、施設レイアウトや防災体制のチェックなどを行うことに
より、施設の安全・快適な維持管理に努めてください。




